
 

 

 

1 月 23 日の学習会の様子です 

テーマ：「認知症について」 

あけましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。 

さて、年齢を重ねると、日常生活で「もの忘れ」が多くなります。 

日頃から孤立せずご家族や知人等と連絡を取り合い、お互いの変化等に気づきましょう。 

同じことをくりかえし話たり、今日は何月何日か答えられないなどそのような時は、 

早めにもの忘れ専門の医師に診断をしてもらうことが大事です。 

お住まいの担当の地域包括支援センターでは「もの忘れ」相談も受け付けていますので、 

もの忘れが気になる・不安を感じたら相談しましょう。 

コグニサイズとは、頭を使いながら同時に身体を動かす運動です。 

2つの作業を同時に行うことで、認知症予防や軽度認知障害（MCI）の方々の認知機能の 

維持・向上の効果が期待できるといわれています。 

たとえば歩きながらおしゃべりをする。 

階段昇降しながらしりとりをやる等です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は沢山の方の参加がありました。 

来月も、まだまだ寒いですが、 

皆様のご参加をお待ち申しあげます。 


